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１． はじめに 

 

本説明書は、DSHConverter V-2.0  SECS <-> HSMS 通信プロトコルコンバータープログラムの評価テストを行うた

めの環境とテスト方法について説明します。 

  

２．PC構成とプログラム構成 

 

（１）PC 2台構成 － コンバーターとユーザプログラム（テストプログラム）を同じPCで動作させる 

 

      装置 PC（SECS）                                  ホスト (HSMS) ＆ コンバーターPC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）PC 3台構成 

  

      装置 PC（SECS）                   コンバーター PC                       ホスト PC(HSMS) 

 

 

 

 

 

 

(注) dshdr2CsSmaple.exe ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、装置、ﾎｽﾄ両方とも全く同じﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。 

   ただし、通信環境定義ﾌｧｲﾙ、 comm.defの設定内容が違が違います。。 

    

  
DSH ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ 

DSHConverter.exe 

 
 

評価用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

dshdr2SampleCs.exe 

SECS 通信設定 

 
HSMS-SS Protocol  active 

評価用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

dshdr2SampleCs.exe 

HSMS Passive 通信設定 

 

SECS-I- Protocol 

TCP-IP  IP=127.0.01 

  (Loopback address) 

 
DSH ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ 

DSHConverter.exe 

 
 

評価用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

dshdr2SampleCs.exe 

SECS 通信設定 

 
HSMS-SS 

Protocol 

active 

評価用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

dshdr2SampleCs.exe 

HSMS Passive 通信設定 

 
SECS-I 
Protocol 
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３．コンバータープログラムのインストール 

 

DSHコンバーターのインストールについては、下記説明書を参照ください。 

 

DSH-Converter SECS-HSMSプロトコル・コンバータ- V-2.0 ソフトウェア ユーザー・マニュアル  

４．インストレーション 

 

インストールは、各 PCに行ってください。（setup.exeの実行） 

 

 インストールされる場所とプログラムファイルは以下の通りです。 

  （テスト用のホスト、装置プログラムも含む） 

 

保存 ﾒｲﾝ・ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ ｻﾌﾞ･ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 保存ﾌｧｲﾙ名 

\DshConverter \bin DshConverter.exe   (日本語版) 

DshConverter.exe - ショートカット.lnk 

dshdr2_conv.dll 

DshLockDll.dll 

DshRegDll.dll 

DshFormLib.dll 

logmon.dll 

+ 他ﾌｧｲﾙ（ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど） 

\cnf config.def 

 操作画面の選択設定ﾌｧｲﾙ 

comm.def 

（通信環境定義ﾌｧｲﾙ） 

\doc DSH-Converter-14-30300-20 user manual.pdf 

（V-2.0 ユーザー・マニュアル） 

\log 通信ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ 

(通信ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの通信ﾛｸﾞと DshConverter のﾛｸﾞが記録

されます。 

\equip_test 

 

装置ｻｲﾄﾞﾃｽﾄ用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ （SECS用） 

dshdr2SampleCs.exe 

comm.def (SECS通信用) 

 （dshdr2通信ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ評価版使用） 

 

\host_test 

 

ﾎｽﾄｻｲﾄﾞ ﾃｽﾄ用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ （HSMS用） 

dshdr2SampleCs.exe 

comm.def(HSMS通信用) 

（dshdr2通信ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ評価版使用） 
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４．テストの準備 

 

４．１ PC間の接続 

  
・SIOケーブル・コネクターの接続を行います。 

・Ethenetの接続の接続を行います。（PC３台でテストの場合） 

 

４．２ 通信定義ファイルの変更 

 

 各 PCにインストールされたプログラム実行のために、通信定義ファイル(comm.def)のパラメータの設定変更を行い

ます。 

 

 インストールは、 C:\DshConverter に保存されたものとして説明します。 

 

 comm.defファイルは、テキストファイルですので、通常ご使用のテキストエディターを使って編集してください。 

 

４．２．１ DSHコンバーター \DshConverter\cnf\comm.def の編集 

 

 変更必要の可能性があるのは、次の項目です。 

 

定義区分 ｺﾏﾝﾄﾞ 現在値  備考 

DSH MAX_MSG_SIZE x100000 最大ﾒｯｾｰｼｻｲｽﾞ（1 Mega ﾊﾞｲﾄ） 

（xを付けると 16進表示になる） 

 

PORT-1 

(HSMS) 

PORT_MODE ACTIVE Socket Client 

Serverの場合は、PASSIVEにする。 

 

IP 192.168.1.3 ACTIVEの場合に必要 

相手 PCの IPに合わせる。 

HOST通信ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが同じPCで動作するなら

ば IP=127.0.0.1にする。 

TCP_PORT 6001 

 

相手(ﾎｽﾄ側ﾃｽﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)に合わせてくださ

い。 

 

PORT-2 

(SECS) 

PORT_MODE SLAVE MASTER/SLAVEの選択 

MASTERの場合は MASTERにする。 

 

COMM_PORT 

 

“COMM4” Windows上の SIO ﾎﾟｰﾄの名前 

実際に接続するﾎﾟｰﾄ名に合わせる。 

 

BAUD_RATE 

 

9600 装置側に合わせてください。 

19200, 38400, 57600, 115200 
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４．２．２ ホスト側(HSMS)PC – dshdr2SampeCs.exeプログラム用 comm.defの編集 

 

 comm.defの保存場所は、\DshConverter\host_test です。 

 

定義区分 ｺﾏﾝﾄﾞ 現在値  備考 

DSH MAX_MSG_SIZE x100000 最大ﾒｯｾｰｼｻｲｽﾞ（1 Mega ﾊﾞｲﾄ） 

（頭に xを付けると 16進表現になる） 

 

PORT-1 

(HSMS) 

PORT_MODE PASSIVE Socket - Server 

Clientの場合は、ACTIVEにする。 

 

IP 192.168.1.3 ACTIVEの場合に必要 

ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ PCの IPに合わせる。 

 

TCP_PORT 

 

6001 相手(Converter)に合わせてください。 

 

 

T3 45 単位=秒 送信ﾒｯｾｰｼﾞのｻｲｽﾞなどに合わせ

て調整してください。 

 

 

 

４．２．３ 装置側(SECS)PC – dshdr2SampleCs.exe プログラム用 comm.defの編集 

 

 comm.defのディスクの保存場所は、\DshConverter\equip_test です。 

 

定義区分 ｺﾏﾝﾄﾞ 現在値  備考 

DSH MAX_MSG_SIZE x100000 最大ﾒｯｾｰｼｻｲｽﾞ（1 Mega ﾊﾞｲﾄ） 

（xを付けると 16進表示になる） 

 

PORT-1 

(HSMS) 

PORT_MODE MASTER MASTER/SLAVEの選択 

SLAVEの場合は SLAVEにする。 

 

COMM_PORT COMM3 Windows上の SIO ﾎﾟｰﾄの名前 

実際に接続するﾎﾟｰﾄ名に合わせる。 

 

BAUD_RATE 

 

9600 ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ側に合わせてください。 

19200, 38400, 57600, 115200 

 

T3 45 単位=秒 送信ﾒｯｾｰｼﾞのｻｲｽﾞなどに合わせ

て調整してください。 
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５．各 PCのプログラム起動と操作 

 

５．１ コンバーターの起動と操作 

 

 詳しくは、下記を参照ください。 

 

DSH-Converter SECS-HSMSプロトコル・コンバータ- V-2.0 ソフトウェア ユーザー・マニュアル 

 ６．コンバーター・プログラムの起動と画面と操作 

 

５．１．１ 起動 
 

\DshConverter\bin\DshConverter.exe を開始します。 

 

 次の画面が表示されます。 

 

    ①メイン操作画面                 ②ログ表示画面 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．１．２ 操作 

 

（１）開始 ボタンをクリックします。 

これで、ホスト(HSMS)側との接続のための準備をします。 

 

（２）そして、ホスト(HSMS)PCの dshdr2SampleCs.exeからの接続を待ちます。 

接続（Selection完了）した後、上の画面の通信状態 HSMSのインジケータが緑色 ■ になります。 

 

（３）停止 ボタンをクリックすると、コンバーターの処理を停止します。 
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５．２ ホスト側テストプログラムの起動と操作 

 

５．２．１ 起動 

\DshConverter\host_test\dshdr2SampleCs.exe を開始します。 

 次の画面が表示されます。 

    

 

５．２．２ 操作 

 

（１）HSMS通信ドライバーの開始 

画面がそのままの状態で、ボタンを以下の順にクリックしてください。 

①D_StartDriver 

②D_StartPort  

③D_StartDevice 

これらの操作で、ログ画面に次のように表示されます。（=0 で正常です。0 以外の場合は、comm.def の設

定内容を確認してください。） 

 

 

 

 

（２）コンバーターとの HSMS通信接続 

その後、コンバーターと通信接続(Select.req, rspのやり取り)が行われると、HSMS通信状態 ■ が緑色

に点灯します。 

これで、メッセージ通信ボタンのクリックによってメッセージをコンバーターを通して装置に送信するこ

とができます。 

また、コンバーターを通して装置からの受信したメッセージは、ログ画面に表示されます。 

なお、本テストプログラムは、一次メッセージを受信したら、自動的に二次メッセージを応答してくれま

す。 

ログ表示画面 

D_StartDriver() = 0 

D_StartPort(1) = 0 

D_StartDeveice(1) = 0 
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（３）送信操作ボタンなどの操作 

 

ﾎﾞﾀﾝ  備考 

Send S1F13 

 

S1F13を送信して、S1F14を受信する  

Send S2F31 

 

S2F31を送信して、S2F0を受信する 

 

(S2F31 が相手にｻﾎﾟ^ﾄされ

ていないので S2F0) 

Send S5F1 

 

S5F1を送信して、S5F2を受信する  

Send S6F11 

 

S6F11を送信して、S6F12を受信する  

S6F11連続送信 

 

 

 

 

一定間隔でしてされた回数、S6F11を連続送信する。 

送信周期： 5 sec, 3 sec,…. 10 ms 

送信回数： 10,20,…, 50000 

 

送信済回数には送信した回数が表示される。 

 

S6F11_stop のｸﾘｯｸで途中で

停止することができる。 

 

1周期で2個のS6F11を送信

する。 

送信は、S6F12応答を待たず

に送信される。 

S6F11(BULK) 

 

 

 

大きなｻｲｽﾞのﾒｯｾｰｼﾞを送信する。 

 

A[n]文字数に送信するﾒｯｾｰｼﾞｻｲｽﾞを指定する。 

（実際には、指定数のｻｲｽﾞより大きくなっている） 

 

 

（４）通信ドライバーの停止 

 

次の順にボタンをクリックしてドライバーを停止します。 

 

①D_StopDevice 

②D_StopPort   

③D_StopDriver 

 

 

５．３ 装置側テストプログラムの起動と操作 

 

５．３．１ 起動 

 

\DshConverter\equip_test\dshdr2SampleCs.exe を開始します。 

 
５．３．２ 操作 

 
 以下、操作は、プロトコルが SECS-Iであることを除き、５．３の操作（ホスト側）と同じです。 
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６．ログ画面 － メッセージ送受信例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D_StartPort(1) = 0 
 D_StartDeveice(1) = 0 
 D_SendRequest(1) = 0 
---------- 
 S6F11  send length=284 
 <L 3 
   <U4[1] = 345> 
   <U4[1] = 3000000> 
   <L 1 
     <L 2 
       <U4[1] = 2011> 
       <L 7 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <I4[1] = 123456789> 
       > 
     > 
   > 
 > 
 
 D_SendRequest(1) = 0 
---------- 
 S6F11  send length=74 
 <L 3 
   <U4[1] = 345> 
   <U4[1] = 3000000> 
   <L 1 
     <L 2 
       <U4[1] = 2011> 
       <L 2 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <I4[1] = 123456789> 
       > 
     > 
   > 
 > 
 
 D_SendRequest(1) = 0 
---------- 
 S6F11  send length=284 
 <L 3 
   <U4[1] = 345> 
   <U4[1] = 3000000> 
   <L 1 
     <L 2 
       <U4[1] = 2011> 
       <L 7 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <A[40] = "MSGx------123456789012345678901234567890"> 
         <I4[1] = 123456789> 
       > 
     > 
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